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は
じ
め
に

藤
、
瘡
と
い
っ
た
悪
性
の
で
き
も
の
は
古
く
か
ら
よ
く
見
ら

れ
る
疾
患
で
あ
り
、
医
書
以
外
に
『
戦
国
策
」
楚
策
の
「
夫
の

癌
は
療
種
胞
疾
な
り
と
雌
も
、
上
、
前
世
に
比
す
な
れ
ば
。
：
」

二
韓
非
子
」
姦
劫
試
臣
に
類
文
有
り
）
や
『
論
衡
」
感
虚
の

「
夫
れ
山
崩
れ
て
河
を
ま
ぐ
は
、
猶
ほ
人
の
療
腫
有
り
て
、
血

脈
の
通
ぜ
ざ
る
が
ご
と
し
」
な
ど
の
よ
う
に
数
多
く
見
ら
れ
る
。

ま
た
医
書
で
は
『
素
問
」
『
霊
枢
」
中
に
も
「
唾
」
「
唾
瘍
」
「
職

疽
」
「
瘡
瘍
」
な
ど
の
病
名
が
見
ら
れ
、
「
霊
枢
」
に
は
窪
疽
と

い
う
篇
名
が
あ
り
、
癬
疽
の
発
病
原
因
、
部
位
、
溌
疽
の
名
称
、

治
療
と
予
後
な
ど
専
門
に
論
述
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
悪
性

の
で
き
も
の
は
一
般
に
よ
く
見
ら
れ
る
疾
患
で
あ
り
、
時
に
は

重
篤
に
も
な
り
、
そ
の
鑑
別
と
治
療
は
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
る
。

40

庁
瘡
に
対
す
る
松
鍼
法

上
田
善
信

日
本
鍼
灸
研
究
会

こ
れ
ら
癌
、
瘡
の
よ
う
な
疾
患
に
対
す
る
鍼
灸
治
療
も
古
く

か
ら
見
ら
れ
、
時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
種
々
発
展
す
る
が
灸
法

（
直
接
灸
、
隔
物
灸
、
騎
竹
馬
灸
法
、
八
穴
灸
法
な
ど
）
よ
り
も

鍼
法
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
鍼
法
は
硬
石
や
鍍
鍼
を
用
い
て

患
部
を
切
開
し
て
膿
や
悪
血
を
出
す
方
法
で
あ
り
、
場
合
に
よ

っ
て
は
病
人
に
か
な
り
負
担
の
か
か
る
治
療
で
あ
る
。
ま
た
唐

代
に
は
水
蛭
を
用
い
る
蟆
鍼
法
の
よ
う
な
特
殊
な
鍼
法
も
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
松
鍼
法
も
ま
た
特
殊
鍼
法
の
一
つ
で
あ

り
、
管
見
で
は
『
急
救
仙
方
」
中
に
見
え
る
の
み
で
あ
る
。

『
急
救
仙
方
」
の
構
成

「
急
救
仙
方
」
の
書
誌
に
関
し
て
の
詳
論
は
避
け
る
が
成
書
年
、

著
者
は
不
明
で
あ
り
宋
供
氏
撰
と
い
わ
れ
て
お
り
、
道
家
に
係

わ
る
も
の
で
多
く
の
医
方
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
（
馬
継
興

『
中
医
文
献
学
こ
。
本
書
に
は
道
蔵
本
と
四
庫
全
書
本
の
二
種
が

あ
り
巻
数
と
内
容
に
異
同
が
あ
る
。
道
蔵
本
に
よ
り
そ
の
内
容

構
成
を
見
る
と
巻
一
～
五
は
婦
人
科
医
薬
方
、
巻
六
は
仙
授
理

傷
続
断
方
、
巻
七
は
治
損
傷
方
論
、
巻
八
は
庁
瘡
治
法
、
巻
九

は
痔
瘡
治
法
、
巻
一
○
～
二
は
上
清
紫
庭
追
癖
方
論
と
な
っ

て
い
る
。
松
鍼
法
に
関
し
て
は
道
蔵
本
・
巻
八
、
四
庫
全
書
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本
・
巻
二
の
庁
瘡
治
法
に
見
え
、
多
少
文
字
の
異
同
が
み
ら
れ

る
が
内
容
に
違
い
は
な
い
。

松
鍼
法
に
つ
い
て

松
鍼
法
は
以
下
の
条
件
の
場
合
に
用
い
る
。
①
瘡
が
虚
軟
の

部
位
に
生
じ
鍼
灸
が
用
い
ら
れ
な
い
②
瘡
が
両
股
間
に
生
じ
、

毒
気
が
腎
に
奔
ろ
う
と
す
る
③
瘡
が
頭
面
上
に
生
じ
る
。
ま
た

施
術
は
必
ず
細
絡
に
行
う
が
、
各
部
位
の
細
絡
が
現
れ
な
い
場

合
に
は
施
術
部
位
を
詳
細
に
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
松
鍼
の

施
鍼
法
は
、
北
に
向
い
た
松
枝
上
の
極
め
て
堅
い
葉
を
取
っ
て

整
え
て
一
束
に
し
た
も
の
を
用
い
て
、
現
れ
て
い
る
細
絡
を
切

断
し
て
須
く
出
血
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
松
鍼
の
施
術
時
に
は
、

先
ず
施
術
部
位
を
酒
で
潤
す
。
施
鍼
に
は
必
ず
少
し
痛
み
が
あ

る
の
で
患
者
に
耐
え
さ
せ
る
。
よ
っ
て
雄
黄
、
騨
香
の
粉
末
を

温
酒
で
一
二
服
さ
せ
た
後
に
松
鍼
を
下
す
。
こ
の
二
薬
は
共
に

解
毒
散
癌
の
働
き
で
癬
疽
を
治
す
る
目
的
で
用
い
る
。

ま
た
桃
紅
散
（
四
庫
全
書
本
紅
作
花
）
の
項
に
は
「
先
以
松

鍼
、
鍼
破
瘡
口
、
可
深
半
寸
。
凡
庁
瘡
必
有
紅
絲
路
、
可
随
紅

絲
路
、
斜
下
鍼
、
如
瘡
在
胸
以
上
、
可
斜
向
下
、
如
在
胸
以
下
、

可
斜
向
上
、
蓋
瘡
毒
喜
趨
心
、
故
下
鍼
亦
随
毒
気
所
行
也
」
と

庁
瘡
の
発
生
部
位
に
よ
り
施
鍼
の
方
法
及
び
方
向
に
対
す
る
指

示
も
見
ら
れ
る
。

結
語

松
は
常
緑
樹
で
あ
り
、
そ
の
葉
は
針
状
で
、
北
半
球
の
温
帯

で
は
手
に
入
れ
易
い
鍼
具
と
い
え
る
。
施
術
時
に
は
き
つ
く
束

に
し
て
用
い
、
深
く
て
も
半
寸
ほ
ど
の
深
さ
で
あ
り
細
絡
を
切

り
出
血
さ
せ
る
に
は
十
分
と
考
え
ら
れ
る
。
硬
石
や
鍍
鍼
用
い

る
の
に
較
べ
て
も
施
術
時
の
痛
み
や
出
血
が
少
な
く
技
術
的
に

も
そ
れ
程
難
し
い
と
は
思
わ
れ
な
い
。
救
急
時
に
は
十
分
使
用

可
能
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。


